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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・事務管理医事室から

　　　・皮膚科実施表(1/25日～31日分)は2/1までに出して下さい。

　　　・1/28のSST実施表も早急に提出して下さい。

・1/31までの処置実施箋・検査伝票も終了後は速やかに提出して下さい。

＜患者様の連絡＞

・小田　スエ様～内科医診察で、発熱が無いことから化学療法は昨日で終了し、本日からクラビ

ットの経口投与が開始となります。

・畑中　成夫様～内科医診察で、白血球増多症が続いている為、内服薬が本日の昼から変更となります。(クラビット・ヨウフェナック→サマセフへ)

· 坂本　良雄様～本日八戸赤十字病院受診。左肩のレントゲン施行し診察。経過良好で異常な

いが、患部の固定は引き続き行なう事、患部は外転させないように留意する

事の指示がある。次回受診　2/13(月)　10時の予約

＜要観察患者様＞

・小田　スエ様～脱衣行為が頻回で、介入にスタッフの腕を噛んだり、唸り声を上げている。食

事の際はその時によるがむせ込みがある。

↓

脱衣行為に関しては、部屋を暖かくしその都度着用を促していきましょう。食

事のむせ込みについては、トロミアップで工夫しましょう。少量ずつでもこま

めに補食を促し摂取量を多くしましょう。

・木ノ下ツヨ様～段階的に減薬しているが、徐々に拒否・不機嫌・過要求・易怒性が見られ、リハビリテ－ションプログラムや作業療法も休みがちとなっている。

　　　　　　　　↓

　　　　　　　　リハビリテ－ションプログラムや作業療法は時間を置いて促しをしていきましょう。拒否や不機嫌となっている理由を傾聴しましょう。主治医に情報提供し、指示を仰いでいく。

・市川　真紀子様～29日頃からは服薬・食事の拒否は見られずホ－ルで過ごす事も多いが、多訴

的で更衣も頻回に見られている。多飲水傾向もあり。又、「加藤　ゆたかが迎えに来る」という発言も聞かれている。

↓

訴えは傾聴しますが、現実的な関わりをしていきましょう。多飲水傾向もあ

る為、副作用の観察もしていきましょう。現在11号室使用していますが、ベッドを搬入します。他の私物に関してはもう少し経過観察後に自己管理を検討しましょう。

＜隔離室使用患者様＞

・畑中　成夫様～1/19以降、発熱は無く食事も全量摂取出来ている。退室時の衝動行為も見られ

ていない。右大転子褥創部からの浸出液が多く、処置は最低2回実施。臥床時は右側臥位の事が多い。昨日の準夜で新鮮血の出血が多量にあり、又、ポケットも10cmと拡大している。

↓

内科的治療については三上先生に見て頂く事とし、皮膚科は野沢先生に診察して頂き指示を仰いでいきます。右大転子褥創部の処置については、褥創委員会委員長からアドバイスを頂き施行しています。

①浸出液の程度・大きさにあわせガ－ゼを数枚重ねる。

②ガ－ゼに水きり様ポリ袋の穴の開いている部分を貼る。

③浸出液が多いので、洗浄のみで軟膏・消毒は不要。

④ガ－ゼで拭き取り、②を創部に重ね、後はラップ療法をする。

現在は上記の処置で対応していますが、野沢先生診察で指示を頂いて下さい。

褥創の状態や処置について、詳しく記録を残しましょう。

又、褥創の治療を優先し、栄養状態改善の為、本日夕食後薬から減薬となっています。精神症状にも留意し、対応には今以上に注意しましょう。

・吉田　福松様～昼から夕刻にかけて不穏状態・不機嫌さが見られています。食事も「ここの食

事は食べたくない」と残食しています。夜間は、暫くドア叩きや何か仕事をする仕草をされていますが、布団への促しで入床されています。11号室に入室していましたが、昨日再び出窓に上がっている事が見られた為、8号室に移室しています。

↓

徘徊がある時は強制をせず見守りをしますが、他者とトラブルになる前に介入しましょう。器物破損行為もみられていますが、配膳・下膳の時は、食器や箸・スプ－ンも確認し、確実に回収しましょう。拒食については、甘い物やコ－ヒ－が好きとの情報があるので、買い物で購入し補食しましょう。

＜川端先生ケースカンファ＞

吉田　福松様～状態改善されない為、本日から増薬します。ふらつきに注意し、排便も確認して

下さい。グル音も確認して下さい。

砂葉　良子様～自室で過ごされている事多いです。尿失禁あります。

塚本　勝昭様～本日、奥様から病状について聞きたいと電話がありました。奥様に電話し、近日

中に面談にきて欲しいと伝えるよう指示がありました。又、本人は退院を希望し

ているが、家族も同様に考えているのか？それとも本人に合わせているだけなの

か？いずれにしても家族の同意のもとで入院しているので、家族が退院を希望し

ているのであれば直接医師に報告する事。徐々に減薬はしていく予定。

田中　秀昌様～時折自室からホールへ出て来られ、活動性はみられてきています。本日奥様との面談を予定しています。

曽我　正子様～身体症状、特に排便状態とグル音を確認して下さい。

東海林　康之様～1月上旬から中旬にかけて気分が上がり気味の状態が見られていたが、落ち着き見られてきている。時々夜尿があり、汚染した衣類やリネンをケ－スにしまい込んでいる事が見られている。

鳴瀬　裕之様～拒薬は見られていない。このまま継続します。

水梨　孝純様～両踵のひび割れにはウレパ－ル軟膏は継続で塗布して下さい。













